










要約:小児期からの成人病予防のあり方を検討するために、コーホート調査を実施した。

本年度は調査対象児の小学校入学年次にあたり、第 2回調査として生活習慣に関するアン

ケートを行った。調査対象者339 名中 144 名から有効回答が得られた。生活・食習慣に関

する要因と肥満度との関連を検討した結果、肥満傾向がみられる児は、「早食いである」

傾向がみられたが、その他の要因については関連はみられなかった。また、3 歳と小学校

1年生時の肥満には、明らかなトラッキングが認められた。


